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「
決
闘
狂

紹
介
文
」

岡
和
田
晃

第
２
期
『
エ
ク
リ
プ
ス
・
フ
ェ
イ
ズ
』
シ
ェ
ア
ー
ド
ワ
ー
ル
ド
小
説
企
画
の
第
５
弾
は
、
片
理
誠
の

新
作
「
決
闘
狂
」
だ
。

こ
れ
は
傑
作
で
あ
る
。
何
は
さ
て
お
き
、
こ
の
血
と
硝
煙
に
満
ち
た
世
界
を
堪
能
し
て
ほ
し
い
。
あ

な
た
の
五
感
に
訴
え
か
け
る
も
の
が
あ
る
は
ず
だ
。

本
作
は
、
今
ま
で
「SF
P
ro
lo
gu
e
W
av
e

」
で
発
表
さ
れ
て
き
た
『
エ
ク
リ
プ
ス
・
フ
ェ
イ
ズ
』
小

、

。

説
の
な
か
で

も
っ
と
も
ポ
ス
ト
ヒ
ュ
ー
マ
ン
Ｓ
Ｆ
の
王
道
に
近
い
作
品
だ
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い

Ｓ
Ｆ
に
お
け
る
ポ
ス
ト
ヒ
ュ
ー
マ
ン
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
大
分
し
て
二
つ
の
流
れ
が
存
在
す
る
。

一
つ
は
、
伊
藤
計
劃
×
円
城
塔
『
屍
者
の
帝
国
』
に
て
大
胆
な
再
解
釈
が
施
さ
れ
た
こ
と
が
記
憶
に
新

し
い
、
ロ
シ
ア
の
神
秘
主
義
思
想
家
フ
ョ
ー
ド
ロ
フ
に
代
表
さ
れ
る
、
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
期
に
確
立
さ
れ

た
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
、
す
な
わ
ち
人
間
中
心
主
義
の
延
長
線
上
で
広
義
の
ポ
ス
ト
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を

考
え
る
も
の
。
情
報
体
の
身
体
性
に
切
り
込
む
こ
と
で
、
こ
の
主
題
に
挑
ん
だ
も
の
と
し
て
は

「S
F

、

イ
ン

フ
ォ

モ
ー

フ

Pr
ol
o
gu
e
W
av
e

」
で
発
表
さ
れ
た
「F

ee
l
l
ik
e
m
a
ki
ng

lo
ve

―
―a

bo
u
t
in
f
om
or
p
h
se
x

（」



2

ht
tp
:
//
p
ro
lo
g
ue
w
av
e.
c
om
/
ar
ch
i
ve
s
/2
09
4

）
の
よ
う
な
作
品
が
こ
の
系
譜
に
あ
た
る
だ
ろ
う
。

も
う
一
つ
は
、
人
間
の
魂
が
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
こ
と
が
す
で
に
自
明
と
な
り
、
近
代
文
学
的
な
内
省

エ
ゴ

の
あ
り
方
を
根
底
か
ら
塗
り
替
え
た
、
い
わ
ば
「
人
間
機
械
論
」
の
系
譜
に
連
な
る
、
ポ
ス
ト
ヒ
ュ
ー

マ
ン
時
代
の
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
と
も
言
う
べ
き
作
品
群
だ
。

恐

甲
軍
団
の
一
員
と
し
て
戦
う
、
知
性
を
有
し
た
超
戦
車
の
一
人
称
を
採
用
し
―
―
ス
テ
ィ
ー
ヴ

ダ

イ
ノ

ク
ロ

ム

・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
・
ゲ
ー
ム
ズ
の
傑
作
ゲ
ー
ム
『
オ
ー
ガ
』
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
と
言
わ
れ
る
―
―

キ
ー
ス
・
ロ
ー
マ
ー
の
《
Ｂ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
》
シ
リ
ー
ズ
（

最
後
の
司
令
」
と
「
ダ
イ
ノ
ク
ロ
ム
」
が
邦
訳

「

済
み

、
あ
る
い
は
徹
底
し
て
内
面
描
写
を
廃
し
た
戦
闘
機
ア
ズ
ラ
ー
イ
ー
ル
の
エ
ッ
ジ
の
利
い
た
描

）

写
が
蠱
惑
的
な
ピ
ー
タ
ー
・
ワ
ッ
ツ
「
天
使
」
が
、
そ
の
代
表
格
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
「
決
闘
狂
」
は
紛
れ
も
な
く
、
後
者
の
系
譜
に
属
す
る
快
作
で
あ
る
。
密
度
の
濃
い
文
体
に

詰
め
込
ま
れ
た
戦
闘
描
写
の
妙
味
、
永
久
に
続
く
凄
惨
な
殺
し
合
い
の
苦
味
に
酔
い
し
れ
よ
。
２
０
１

３
年
の
幕
開
け
に
ふ
さ
わ
し
い
、
ポ
ス
ト
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
現
在
形
が
、
こ
こ
に
映
し
出
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
迫
力
あ
る
作
品
が
、
日
本
人
で
も
書
け
た
の
だ
。
英
語
で
紹
介
さ
れ
れ
ば
、
評
判
を

呼
ぶ
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

『
エ
ク
リ
プ
ス
・
フ
ェ
イ
ズ
』
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
は
、
第
１
期
で
「
黄
泉
の
縁
を
巡
る
」
を
連
載
し
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て
い
た
片
理
誠
は
、
も
は
や
お
馴
染
み
の
書
き
手
と
言
っ
て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
本
作
は
ど
こ
と

な
く
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
調
子
も
漂
う
「
黄
泉
の
縁
を
巡
る

（」
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）
と
は
、
タ
イ
プ
が
異
な
る
作
品
だ
。
片
理
誠
は
、

作
品
中
に
Ｓ
Ｆ
や
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
、
さ
ら
に
は
ミ
ス
テ
リ
の
成
果
を
贅
沢
に
盛
り
込
む
ジ
ャ
ン
ル
横
断

性
を
内
包
し
た
作
風
で
知
ら
れ
る
が

「
決
闘
狂
」
を
お
読
み
に
な
っ
た
方
に
は
、
ぜ
ひ
と
も
『T

yp
e:

、

S
TE
EL
Y

タ
イ
プ
・
ス
テ
ィ
ー
リ
ィ

（
幻
冬
舎

（

』

）
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）
を
お
勧
め
し
た
い
。
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
的
な
意
匠
に

「

」

。

、

騙
さ
れ
て

は
い
け
な
い

暴
力
と
狂
気
に
満
ち
た
怒
濤
の
ア
ク
シ
ョ
ン
で
読
者
を
魅
了
す
る
作
家

そ
れ
も
ま
た
、
片
理
誠
の
顔
な
の
だ
。


